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す
。
主
要
な
乗
降
口
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
。
通
路
部
分
の
段
差
を

無
く
し
、
傾
斜
を
緩
や
か
に
す
る
な

ど
、
多
く
の
人
が
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
デ
は
高
崎
駅
東
西
自
由
通
路
を

東
口
駅
前
広
場
へ
延
長
す
る
形
で
設

置
す
る
た
め
、
高
崎
駅
を
介
し
て
東

西
の
エ
リ
ア
が
一
体
と
な
り
ま
す
。

西
口
商
業
エ
リ
ア
と
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
東
口
業
務
エ
リ

ア
と
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市

街
地
の
活
性
化
や
民
間
の
開
発
事
業

に
も
大
き
な
活
力
を
与
え
ま
す
。

　

ペ
デ
の
築
造
と
と
も
に
、
高
速
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
ま
す
。
さ

ら
に
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
と

関
越
自
動
車
道
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
を
進
め
る
こ

と
で
、
高
崎
駅
東
口
を
新
幹
線
や
高

速
バ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
高
速
交
通

網
の
拠
点
と
し
て
再
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　

十
二
月
中
旬
に
工
事
の
始
ま
る
、

J
R
高
崎
駅
東
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
（
以
下
「
ペ
デ
」
と
言
う
）

は
、
主
要
地
方
道
前
橋
・
高
崎
線

（
東
三
条
通
り
）
の
上
を
通
り
、
高

崎
駅
舎
と
来
年
夏
開
業
予
定
の
家
電

量
販
店
の
本
社
ビ
ル
、
さ
ら
に
高
崎

タ
ワ
ー
21
を
結
び
ま
す
。
一
部
は
来

年
六
月
末
を
目
途
に
、
そ
の
ほ
か
を

平
成
二
十
一
年
度
末
を
目
標
に
整
備

し
、
平
成
二
十
二
年
以
降
に
は
、
高

崎
タ
ワ
ー
21
か
ら
東
毛
広
域
幹
線
道

路
（
国
道
3
5
4
号
バ
イ
パ
ス
）
を

挟
み
、
高
崎
イ
ー
ス
ト
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
ま
で
つ
な
ぎ
ま
す
。将
来
的
に
は
、

駅
舎
と
高
崎
イ
ー
ス
ト
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
を
直
結
す
る
新
た
な
デ
ッ
キ
を
築

造
し
、
地
上
に
降
り
る
こ
と
な
く
駅

前
広
場
を
周
回
で
き
ま
す
。

　

ペ
デ
の
計
画
総
延
長
は
約
三
二
五

㍍
で
、
通
路
部
分
の
幅
員
は
四
〜
六

㍍
、
駅
舎
前
は
幅
十
二
㍍
と
広
く
、

休
息
場
所
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま

市
は
、
東
口
駅
前
広
場
に
築
造
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
工
事
を

十
二
月
中
旬
に
始
め
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
に
は
同
広
場
に
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
し
ま
す
。

J
R
高
崎
駅
東
口
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
（
☎
３
２
１
・
１
２
６
９
）
へ
。

高
崎
駅
東
口
が
変
わ
り
ま
す
。

高
崎
の
新
し
い
玄
関
口
と
し
て

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
築
造
工
事
に
伴
い
、

東
口
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
形
状
が
変
わ
り
ま
す
。

　

市
は
、
高
崎
駅
東
口
の

ペ
デ
築
造
工
事
を
始
め

る
た
め
、
十
二
月
十
七
日

㈪
か
ら
東
口
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
の
形
状
を
変
更

し
ま
す
。
こ
の
形
状
は
、

来
年
六
月
末
ま
で
続
き

ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
乗
降
場
・
ぐ

る
り
ん
な
ど
の
バ
ス
乗

降
場
の
一
部
が
移
動
し

ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
内
は

駐
停
車
禁
止
で
す
。
一
般

車
の
乗
降
は
、
指
定
場
所

の
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

乗
降
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
ロ
ー
タ

リ
ー
内
は
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

送
迎
は
駅
南
側
新
幹
線
高
架
下
に
あ

る
「
高
崎
駅
東
口
駐
車
整
理
場
」
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
二
十
分
ま
で

無
料
で
駐
車
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
や
資
材

搬
入
の
大
型
車
両
な
ど
が
ペ
デ
築
造

工
事
の
た
め
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
を
走

行
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、
現

地
交
通
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

高
崎
駅
東
口
の
ペ
デ
築
造
工
事

と
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
都
市
施

設
課
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

takasaki.gunm
a.jp/soshiki/

toshishisetsu/

）
で
最
新
の
情
報

を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、都
市
施
設
課（
☎

3
2
1
・
1
2
7
0
）
へ
。

本
各
地
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
高
速

バ
ス
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
高
速
バ
ス
の
路
線
が

拡
大
し
、
現
在
検
討
中
の
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ

れ
る
と
、
新
幹
線
と
高
速
道
路
を

利
用
し
た
、
高
速
交
通
網
が
構
築

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置

は
、
集
客
範
囲
や
商
圏
の
拡
大
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

高
速
道
路
を

利
用
し
た
路
線

バ
ス
の
発
着
所
、

高
速
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
東
口

駅
前
広
場
に
隣
接
し
て
建
築
中
の

家
電
量
販
店
の
本
社
ビ
ル
一
階
に

設
置
し
ま
す
。

　

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
平

成
二
十
一
年
度
中
に
開
業
予
定
で
、

ペ
デ
が
上
を
覆
う
構
造
で
す
。
大

型
バ
ス
八
台
分
の
乗
降
ス
ペ
ー
ス

を
円
状
に
配
置
し
、
行
き
先
や
時

刻
表
な
ど
を
表
示
す
る
案
内
所
も

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中
央
に
併
設
す
る

予
定
で
す
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
、
既
設

路
線
の
発
着
所
を
集
約
す
る
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
新
規
路
線
の
誘

致
を
積
極
的
に
行
い
、
高
崎
と
日

ペデストリアンデッキの設置により、栄町交差点（主要地方道前橋・高崎線と
東毛広域幹線道路の交差＝写真下）の横断歩道を渡ることなく高崎駅の改札
に行くことが出来ます。また、駅前広場のロータリー内を整理することによ
り、朝夕の交通混雑を低減させる計画です。

高崎駅東口ペデストリアンデッキの完成予想模型

高
崎
の
玄
関
口
と
し
て
、

東
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ン
デ
ッ
キ
を
築
造
し
ま
す
。

駅東口に
高速バス

ターミナルを
設置。

駅東口から主要都市へ向う
高速バス

　スマートインターチェンジは、高速道路の本
線やサービスエリア、パーキングエリアなどか
ら高速道路へ出入りができる施設で、通行可能
な車両をETC（ノンストップ料金収受システム、
スマートインターチェンジでは一旦停止）を搭
載した車両に限定するため、簡易な料金所の設
置で済み、建設コストやランニングコストを抑
えることができるインターチェンジです。

スマートインターチェンジとは？

　高崎駅東口から東へ延びる東毛広域幹線道路
（国道354号バイパス）の延長線上には、関越自
動車道が南北に走り交差しています。
　市は、この地点に関越自動車道へ直接出入りが
でき、全車種が利用することができる本線直結型
のスマートインターチェンジの設置に向け、関係
機関と協議を進めています。
　設置を検討している地点は、北関東自動車道と
の分岐点・高崎ジャンクションと上信越自動車道
との分岐点・藤岡ジャンクションとの間に位置し、
市内中心部から車で10分程度の距離にあります。
　平成23年には北関東自動車道の全線開通、北
陸新幹線も金沢市までの延伸が予定されていま
す。高崎駅から約10分という場所に高速道路の
出入り口ができることで、高速道路網を利用して
首都圏と信越、北陸地方を「高崎」を中継地点と
して結ぶことができます。
　スマートインターチェンジが設置されると、高
速道路網と新幹線を組み合わせて利用することに
より、交通手段が多様化し、集客範囲の拡大や高
崎駅の利用者の増加など影響は多岐にわたり、さ
まざまな産業の可能性が広がります。

上信電鉄

JR高崎線

関越自動車道

北関東自動車道

高崎IC

高崎JCT

藤岡JCT

高
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354
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上越新幹線

スマートインターチェンジ予定地点
東毛広域幹線道路東毛広域幹線道路
（国道354号バイパス国道354号バイパス）
東毛広域幹線道路
（国道354号バイパス）

関越自動車道直結型

  スマートインターチェンジの
 設置を検討。
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高崎駅東口ロータリー平面図
※歩行者は■緑色の部分を、一般車両は  
■水色の部分を進んでください

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ

ッ

キ

高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
。

と


